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1.本年度の研究成果  

1）認知機能の縦断評価と有効な緩和ケア技術の開発  

中枢神経の生化学的変化を非侵襲的に計測するための計測システムの開発をおこなった。

3 Tesla 高磁場 MRI 装置を用い、ヒト脳内においてγアミノ酪酸を計測する技術を導入し、ヒト

脳を模した代謝物混合液（ファントム）にて、1.25 mM 以上のγアミノ酪酸の選択的検出に成

功した。さらに、γアミノ酪酸の脳内分布の高精度定量に向けて、ヒト脳内の送信磁場分布を

評価した。脳内伝達物質濃度測定に加え、脳内白質の神経線維変化を測定する拡散テン

ソル解析の計測システムを開発した。認知機能、療養生活の質の評価とあわせて測定系を確

立した。 

2）化学療法による脳機能障害機序の検討  

膵癌神経浸潤モデルを検討し、がん性疼痛のモデルになるだけでなく４週以上の観察を行

うと食餌の摂取量の低下を伴わない体重減少、肝臓、脂肪組織の委縮がおこりヒト悪液質と

同じ現象が起こることが示された。本モデルの脊髄レベルでグリア細胞の活性化が引き起こさ

れていることより、がん性疼痛や悪液質のモデルになると考えられた。 

3）療養の質の低下と精神心理的苦痛の解析システムの開発  

癌患者に認知機能障害や抑うつ症状が存在しても、精神科受診に対する抵抗により治療

に結びつかないケースが多い。本年度は、精神科受診を促進するための有効な介入法を開

発するために、がん患者の精神科受診に対する抵抗に関する先行研究のレビューを行った。 

 

2.前年までの研究成果  

1）認知機能の縦断評価と有効な緩和ケア技術の開発  

本研究の対象症例の選定にあたり最近 3 年間の乳癌症例の化学療法、手術内容を抽出

し、実施可能性を検討した。同時に計測システムを確立するための基礎検討をおこなった。

静磁場強度 3.0 Tesla の磁気共鳴画像装置を用い、point resolved spectroscopy (PRESS)

法によって、溶液ファントム内のγアミノ酪酸（γamino-butyric acid, GABA）の検出に成功し

た。 

2）化学療法による脳機能障害機序の検討  

抗がん剤治療による味覚障害発症における亜鉛欠乏の意義を明らかにするための検討を

行った。亜鉛欠乏下でシスプラチン投与を行うと神経線維の変性が生じ、味覚低下が確認さ

れ、亜鉛の補充により抗がん剤治療に伴う味覚障害を改善できる可能性が示された。 

 

3.研究成果の意義及び今後の発展性  

1）認知機能の縦断評価と有効な緩和ケア技術の開発  

代表的な脳内抑制性神経伝達物質であるγアミノ酪酸を、非侵襲的に in vivo 定量可能



となった。本計測技術は、乳癌術後化学療法前後において脳内γアミノ酪酸の含有量と認

知機能との関連を明らかにするための測定系が確立し、本研究の実施に進むことが可能とな

った。 

2）化学療法による脳機能障害機序の検討  

今回作製した動物モデルはヒトのがん性疼痛や悪液質のモデルとして世界的にも初めてと

考えられる。今後、本モデルを用いることにより、悪液質における脳内分子の変化を定量化し、

その結果を用い MRS による可視化を試みる。 

3）療養の質の低下と精神心理的苦痛の解析システムの開発  

精神科受診を促進する上で、薬物療法や精神療法の効果に関する啓発が重要であること

が示唆された。一方で、精神科受診を促進するための介入法を開発することを前提とした場

合、既存の研究結果のみでは情報が不十分である。本研究においては、精神科受診に対す

る抵抗感を明らかにするための観察研究に基づいて、介入法の確立を行う方向性が明確に

なった。 

 

4.論理面への配慮  

ボランティアを対象に脳を計測する際は、当施設の倫理委員会に承認された実験プロトコ

ルを遵守する。研究に際しては、厚生労働省の「臨床研究に関する倫理指針」を遵守する。

プライバシー守秘に関して十分に配慮し、個人情報を取り扱う場合、倫理審査委員会の承

認を得て実施するほか、教育及び作業管理を徹底し、情報漏洩を防止する。 
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